
四国遍路の旅 
 ――近現代から考える 

三重大学人文学部  
森正人 准教授 

2016年度 後期 
香川大学アドバンスト・セミナー 

日時 ２０１６年 １１月３０日 
   １８：００－１９：３０ 
場所 香川大学 幸町キャンパス 
   オリーブスクウェア２F 
   多目的ホール 

高松市のご出身
で、『四国遍路』
（2014年）中公新

書、『四国遍路
の近現代』（2005

年）、創元社など
のご著作がある
三重大学人文学
部准教授の森正
人先生が、香川
大学アドバンス
ト・セミナーでご
講演されます。
ぜひご参加くだ
さい。 

入場無料 当日参加可能 学外・一般の方もぜひご参加下さい 
●担当・お問い合わせ 
国立大学法人香川大学 修学支援グループ（研究交流棟1F） 担当：庵原  
〒760-8521 香川県高松市幸町1-1 TEL：（087）832-1151 FAX：（087）832-1155 
E-mail：sogaksen@jim.ao.kagawa-u.ac.jp URL：http://www.kagawa-u.ac.jp 

 四国の88ヶ寺を巡る四国遍路とその巡礼路、そしてお接
待の文化は世界文化遺産としての普遍的な価値があると
言われます。 
 しかし四国遍路はそうした価値や歴史にとどまらない多
面的な巡礼でもあります。 
 四国遍路が近現代に獲得したさまざまな側面を考えてみ
たいと思います。 


